
款 項 目 頁

□ 法定受託事務 □ 国府補助事業 ☑ 市単独事業 □ 内部庶務的事業 □ その他 （ ）

☑ 直接実施 ☑ 業務委託 □ 指定管理 □ 補助金交付 □ その他 （ ）

福知山市 令和４年度事務事業評価シート （単位：千円）

　Ⅰ　事業属性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業名 公設民営診療施設維持管理事業 事業コード 410113

政策体系
基本政策 6　市民一人ひとりが、最期まで生き生きと暮らし、温かく見送られるまち 政策目標 ２　地域包括ケアシステムの推進

施 策 名 ２　高度医療・救命救急・一般診療などが連携した地域医療体制の充実 施策コード 622

事業担当 所属 05040000 市民総務部　保険年金課　 所属長 芦田　弥生

会計情報 04 衛生費 01 保健衛生費 06 診療所費 会計 01 一般会計 決算付属資料 154

計画期間 開始年度 平成4年度 終了予定年度 令和6年度 関連計画名 ―

事業概要
（箇条書き）

・公設民営の医療施設について、医療機器や自動ドアの点検などの維持管理を行った。
・休診中の診療施設、医師住宅の草刈りを行った。
・施設の修繕等を行った。

R4現在の状況 継続中

根拠法令等

事業区分

関連事業 公設民営診療施設設備改修事業

　Ⅱ　事業基礎情報

事業目的
（施策実現に向けて
事業が果たす役割）

・民間の医療機関の進出が期待できない地域において、市の診療施設を医師等に貸付けることで診療所を開設する医師を確保し、地域住民が安心
して必要な医療を受けることができるように、診療施設や医療機器の維持管理を行う。（市街化区域を除いて中学校区に１箇所以上の内科診療所）

対象者 川口中学校区、三和中学校区 対象者数 6,054 単位あたりコスト 0.4

実施方法

委託先・実施主体等 姫路ナブコ株式会社、キヤノンメディカル株式会社　他

支出に係る主な費目 支出実績（R３） 主な業務内容

需用費 155 消耗品、修繕

役務費 142 建物等保険料、保守点検手数料

委託料 190 設備等保守点検業務、維持管理業務（除草・剪定）

②　国支出金 0 0 0

0 0 0次年度繰越

予算編成時記入
（3次公表時）

0 0 0

0 0 0

1,515

②　補正予算 0 0 0

③　繰越予算

R5（要求年度）

主な支出に係る
業務内容と経費

　Ⅲ　予算執行状況
区　　　分 R2（評価前年度） R3（評価年度） R4（本年度）

964 955 1,515

前年度繰越

予
算
情
報

①　当初予算

③　府支出金 0 0

小計（①～③） 964 955

0

④　地方債 0 0 0

予
算
財
源
内
訳

①　一般財源 0 0 553

⑤　その他特財 964 955 962

決
算
情
報

①　流充用額 0 △ 342

②　配当予算 964 613

③　執行額 551 487

②　概算人件費 800 2,160 2,160 0

/ 0.00

④　執行率 57.2% 79.4%
①　従事職員数
　　  (正職員 / 非常勤嘱託職員)

0.10 / 0.00 0.27 0.27 / 0.00 0.00

トータルコスト
（予算執行額+概算人件費）

1,351 2,647 2,160 0

/ 0.00概
算

人
工

　Ⅳ　業績指標

成果実績
（アウトカム）
実績／目標

指　　　標 単位 R1 R2

実績金額
主な利用特財

（Ｎ－１年度実績値）
特財名称

診療所貸付収入

種類

財産貸付収入 487

決算付属資料

32

頁

R3 R4 最終目標

診療所開設数 施設 5 / 4 4

活動実績
（アウトプット）
実績／計画

指　　　標 単位 R1 R2 R3 R4 最終目標

/ 4 4 / 4 / 4 4

管理施設数（医師住宅含む） 施設 9 / 4 9 /

/ 686 -

4 9 / 4 / 4 4

/ 459 56 / 470 149 / 600

単位あたりコスト 1.7 9.8 3.3

工事請負費 - / - - / - - / - / 275 -

単位あたりコスト

修繕費等 千円 1134

1 公設民営診療施設維持管理事業



□

☑

☐

☐

☐ 現状維持 ☐ 廃止/休止 ☐ 予算拡充 ☐ 予算縮減

☐ 他事業を統合 ） ☐ 他事業へ統合 ）

必　要　性

・市民や社会のニーズを的確に捉えた事業
か

・市が所有する公設民営診療施設を適切に維持管理し、医療空白地帯とならな
いように市民に医療を提供する必要があった。
・市民に安心して医療を提供できるように、老朽化した診療施設の雨漏りなどの
修繕、また医療機器の点検を実施し、施設や機器の適切な維持管理を行う必要
があった。

・民間事業者や市民が自ら実施することの
  できない事業か

・目的・目標の達成手段として適切で、
  優先度の高い事業か

高い

効　率　性

　Ⅴ　一次評価（事業担当所属内による自己評価）

項　　　目 評価の観点 評価の観点に寄与した取組事項
施策・施策成果指標

に対する貢献度

有　効　性

・成果目標は理にかない、実績は適切に
  把握・測定されているか

・市が所有する公設民営診療施設を適切に維持管理することで、医療空白地帯
とならないように市周辺部の医療を確保し、市民が安心して、住まう地域で医療
を受けることができる体制の提供に有効である。
・診療施設としての現状4契約とも、引き続き継続して契約している。・活動実績は見込みに沿い、かつ

  投入資源に見合っているか

・先行事例の分析や外部資源の活用は
  十分行われたか

・受益者との負担関係や単位あたり
  コストは妥当な水準か

・コストを抑えた必要最小限の修繕となるよう、建築住宅課職員や医師とも協議を
行い修繕を実施。
・除草・剪定業務にあっては、シルバー人材センターへ委託し実施。

やや高い

・他の手段や方法とのコスト比較は
  十分行われているか

やや低い

・コスト削減や効率化に向けた工夫が
  施されているか

低い

改　善　策

・利用者の状況を考慮しながら公共施設マネジメントに基づき、施設の管理を行う。
・施設や機器の譲渡・売却希望者に対して内覧等を行う。

　Ⅵ　二次評価（事業所属外による他部署評価）

事後評価コメント 事業評価実施後に記載（対象事業のみ）

　Ⅶ　評価をふまえた次年度事業方針

定性的な面も
含めた自己評価
及び現状の課題

・医療施設の維持管理をすることで、地域住民が安心して医療を受けられる診療環境を整備している。
・施設や医療機器の老朽化に伴い、点検・修繕費が増加傾向にあるため、医療機器などの譲渡・売却なども視野に入れ、事業の見直しを行う必要が
ある。
・貸付による収入がなく今後も見込めない、維持管理費等の支出のみとなっている施設は、民間に譲渡や売却した方が有効である。

担当課の
事業の見直し

及び
予算要求方針

方針区分 評価を踏まえた見直し内容

予算編成に記入
（3次公表時）

　Ⅷ　予算反映結果

予算反映結果
（統合事業名： （統合先事業名：

2 　



款 項 目 頁

□ 法定受託事務 □ 国府補助事業 ☑ 市単独事業 □ 内部庶務的事業 □ その他 （ ）

☑ 直接実施 □ 業務委託 □ 指定管理 □ 補助金交付 □ その他 （ ）

福知山市 令和４年度事務事業評価シート （単位：千円）

　Ⅰ　事業属性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業名 公設民営診療所施設設備改修事業 事業コード 410170

政策体系
基本政策 6　市民一人ひとりが、最期まで生き生きと暮らし、温かく見送られるまち 政策目標 ２　地域包括ケアシステムの推進

施 策 名 ２　高度医療・救命救急・一般診療などが連携した地域医療体制の充実 施策コード 622

事業担当 所属 05040000 市民総務部　保険年金課　 所属長 芦田　弥生

会計情報 04 衛生費 01 保健衛生費 06 診療所費 会計 01 一般会計 決算付属資料 154

計画期間 開始年度 平成4年度 終了予定年度 令和3年度 関連計画名 ―

事業概要
（箇条書き）

・三和歯科診療所において、雨漏りが発生しているため、屋根の葺き替え改修工事を行った。

R4現在の状況 廃止/休止

根拠法令等

事業区分

関連事業 公設民営診療施設維持管理事業

　Ⅱ　事業基礎情報

事業目的
（施策実現に向けて
事業が果たす役割）

・民間の医療機関の進出が期待できない地域において、市の診療施設を医師等に貸付けることで診療所を開設する医師を確保し、地域住民が安心
して必要な医療を受けることができるように診療施設や医療機器の改修等を行う。（市街化区域を除いて中学校区に１箇所以上の内科診療所）

対象者 三和中学校区 対象者数 3,038 単位あたりコスト 2.8

実施方法

委託先・実施主体等 大永産業株式会社

支出に係る主な費目 支出実績（R３） 主な業務内容

工事請負費 7,608 公設民営診療所屋根改修工事

②　国支出金 0 0 0

0 0 0次年度繰越

予算編成時記入
（3次公表時）

0 0 0

0 0 0

0

②　補正予算 0 0 0

③　繰越予算

R5（要求年度）

主な支出に係る
業務内容と経費

　Ⅲ　予算執行状況
区　　　分 R2（評価前年度） R3（評価年度） R4（本年度）

2,970 9,000 0

前年度繰越

予
算
情
報

①　当初予算

③　府支出金 0 0

小計（①～③） 2,970 9,000

0

④　地方債 0 0 0

予
算
財
源
内
訳

①　一般財源 2,970 9,000 0

⑤　その他特財 0 0 0

決
算
情
報

①　流充用額 0 △ 1,392

②　配当予算 2,970 7,608

③　執行額 2,970 7,608

②　概算人件費 960 1,040 0 0

/ 0.00

④　執行率 100.0% 100.0%
①　従事職員数
　　  (正職員 / 非常勤嘱託職員)

0.12 / 0.00 0.13 0.00 / 0.00 0.00

トータルコスト
（予算執行額+概算人件費）

3,930 8,648 0 0

/ 0.00概
算

人
工

　Ⅳ　業績指標

成果実績
（アウトカム）
実績／目標

指　　　標 単位 R1 R2

実績金額
主な利用特財

（Ｎ－１年度実績値）
特財名称 種類 決算付属資料 頁

R3 R4 最終目標

診療件数 件 6471 / - 4243

活動実績
（アウトプット）
実績／計画

指　　　標 単位 R1 R2 R3 R4 最終目標

/ - 2145 / - / - -

/ /

/ - -

/ /

/ 2 1 / 1 - / -

単位あたりコスト 2483.2 2970.0

施設整備等 件 - / - - / - 1 / 1 / - -

7608.0単位あたりコスト

医療機器等更新 件 2

3 公設民営診療所施設設備改修事業



□

☑

□

☐

☐ 現状維持 ☐ 廃止/休止 ☐ 予算拡充 ☐ 予算縮減

☐ 他事業を統合 ） ☐ 他事業へ統合 ）

必　要　性

・市民や社会のニーズを的確に捉えた事業
か

・市が管理している公設民営診療施設（三和歯科診療所）において、雨水が診察
室に滴り落ちてきており、診療を受ける市民への影響や衛生面の悪化及び医療
設備への雨水侵入による故障等を早急に防止する必要があった。

・民間事業者や市民が自ら実施することの
  できない事業か

・目的・目標の達成手段として適切で、
  優先度の高い事業か

高い

効　率　性

　Ⅴ　一次評価（事業担当所属内による自己評価）

項　　　目 評価の観点 評価の観点に寄与した取組事項
施策・施策成果指標

に対する貢献度

有　効　性

・成果目標は理にかない、実績は適切に
  把握・測定されているか

・診察室内における雨漏りが改善され、市民が安心して治療を受けることができ
る診療環境となったが、診察件数は対前年比98.4％であった。

・活動実績は見込みに沿い、かつ
  投入資源に見合っているか

・先行事例の分析や外部資源の活用は
  十分行われたか

・受益者との負担関係や単位あたり
  コストは妥当な水準か

・既設屋根を利用するカバー工法を採用したことにより、撤去費用を抑制し、コス
ト削減や工期の縮小を図った。 やや高い

・他の手段や方法とのコスト比較は
  十分行われているか

やや低い

・コスト削減や効率化に向けた工夫が
  施されているか

低い

改　善　策

・借受者における施設設備の日常的な点検等により、不良箇所を早期に発見して、重大な設備故障等を未然に防止する。

　Ⅵ　二次評価（事業所属外による他部署評価）

事後評価コメント 事業評価実施後に記載（対象事業のみ）

　Ⅶ　評価をふまえた次年度事業方針

定性的な面も
含めた自己評価
及び現状の課題

・診療施設の整備をすることで、診療所の衛生面の悪化や医療機器への雨水侵入等を防止できた。

担当課の
事業の見直し

及び
予算要求方針

方針区分 評価を踏まえた見直し内容

予算編成に記入
（3次公表時）

　Ⅷ　予算反映結果

予算反映結果
（統合事業名： （統合先事業名：

4 　



款 項 目 頁

□ 法定受託事務 □ 国府補助事業 ☑ 市単独事業 □ 内部庶務的事業 □ その他 （ ）

☑ 直接実施 ☑ 業務委託 □ 指定管理 □ 補助金交付 □ その他 （ ）

福知山市 令和４年度事務事業評価シート （単位：千円）

　Ⅰ　事業属性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業名 診療所管理事業一般経費 事業コード 410101

政策体系
基本政策 6　市民一人ひとりが、最期まで生き生きと暮らし、温かく見送られるまち 政策目標 2　地域包括ケアシステムの推進

施 策 名 2　高度医療・救命救急・一般診療などが連携した地域医療体制の充実 施策コード 622

事業担当 所属 05040000 市民総務部　保険年金課　 所属長 芦田　弥生

会計情報 01 総務費 01 施設管理費 01 診療所管理費 会計 03 国保診療所 決算付属資料 266

計画期間 開始年度 昭和36年度 終了予定年度 令和8年度 関連計画名 ―

事業概要
（箇条書き）

・国民健康保険直営診療所として、雲原診療所を開設し福知山市民病院からの医師派遣により、診療を行った。
　診療日　 ：月・水　午前10時～12時／午後1時～2時30分（往診）
　診療科目：内科
・レセプトコンピュータの保守・点検や、Ｘ線装置等の医療機器の点検を行った。
・雲原診療所利用者の交通手段確保のため、送迎バスの運行を行った。


R4現在の状況 継続中

根拠法令等 国民健康保険診療所条例

事業区分

関連事業 診療所医業経費

　Ⅱ　事業基礎情報

事業目的
（施策実現に向けて
事業が果たす役割）

・国民健康保険雲原診療所の管理運営を行い、過疎・高齢化が進んだ地域において、地域住民が必要な医療を受けることができるようにし、地域住
民の安心安全を確保する。

対象者 雲原診療所利用者 対象者数 560 単位あたりコスト 31.2

実施方法

委託先・実施主体等 キヤノンＩＴＳメディカル株式会社、キヤノンメディカルシステムズ株式会社　ほか

支出に係る主な費目 支出実績（R3） 主な業務内容

負担金補助及び交付金 6,947 市民病院への医師派遣負担金

報酬、職員手当等 4,184 臨時職員報酬、手当

委託料 1,341 医療機器・事務機器保守料、送迎バス運行業務

需要費 671 光熱水費、事務用等消耗品費　ほか

②　国支出金 1,200 0 0

0 0 0次年度繰越

予算編成時記入
（3次公表時）

0 0 0

0 0 0

14,106

②　補正予算 1,200 0 0

③　繰越予算

R5（要求年度）

主な支出に係る
業務内容と経費

役務費・使用料 714 電話代、保険料、手数料　ほか

　Ⅲ　予算執行状況
区　　　分 R2（評価前年度） R3（評価年度） R4（本年度）

14,407 14,031 14,106

前年度繰越

予
算
情
報

①　当初予算

③　府支出金 0 0

小計（①～③） 15,607 14,031

0

④　地方債 0 0 0

予
算
財
源
内
訳

①　一般財源 0 0 0

⑤　その他特財 14,407 14,031 14,106

決
算
情
報

①　流充用額 0 0

②　配当予算 15,607 14,031

③　執行額 14,298 13,857

②　概算人件費 3,600 3,600 3,600 0

/ 0.00

④　執行率 91.6% 98.8%
①　従事職員数
　　  (正職員 / 非常勤嘱託職員)

0.45 / 0.00 0.45 0.45 / 0.00 0.00

トータルコスト
（予算執行額+概算人件費）

17,898 17,457 3,600 0

/ 0.00概
算

人
工

　Ⅳ　業績指標

成果実績
（アウトカム）
実績／目標

指　　　標 単位 R1 R2

実績金額
主な利用特財

（Ｎ－１年度実績値）
特財名称

国保会計繰入金

種類

他会計繰入金

他会計繰入金

5,652

決算付属資料

264

頁雲原診療所分 診療所診療収入 6,455 264

一般会計繰入金 1,258 264

R3 R4 最終目標

診療件数 件 1,617 / 1,850 1,288

活動実績
（アウトプット）
実績／計画

指　　　標 単位 R1 R2 R3 R4 最終目標

/ 1,800 1,201 / 1,600 / 1,400 1,400

診療収入 千円 19,433 / 26,400 15,149 /

/ 97 97

22,617 13,051 / 19,172 / 15,600 15,600

/ 92 97 / 97 93 / 95

単位あたりコスト 160.1 147.4 149.0

/ / / /

単位あたりコスト

診療所開所日数 日 92

5 診療所管理事業一般経費



□

□

☑

☐

☐ 現状維持 ☐ 廃止/休止 ☐ 予算拡充 ☐ 予算縮減

☐ 他事業を統合 ） ☐ 他事業へ統合 ）

必　要　性

・市民や社会のニーズを的確に捉えた事業
か

・地域住民が必要な医療を受けるためのへき地診療所として、施設や医療機器
の点検・維持管理をすることで、地域住民が安心して医療を受けられる診療環境
を整備できた。

・民間事業者や市民が自ら実施することの
  できない事業か

・目的・目標の達成手段として適切で、
  優先度の高い事業か

高い

効　率　性

　Ⅴ　一次評価（事業担当所属内による自己評価）

項　　　目 評価の観点 評価の観点に寄与した取組事項
施策・施策成果指標

に対する貢献度

有　効　性

・成果目標は理にかない、実績は適切に
  把握・測定されているか

・地域住民に医療を提供するために有効。
・祝日のため休診となった場合があった。
・目標とする診療件数に足りていないが、高齢者の多い地域住民にとっては、遠
方へ出かけることなく住まう地域で医療を受けることができ、有効であった。・活動実績は見込みに沿い、かつ

  投入資源に見合っているか

・先行事例の分析や外部資源の活用は
  十分行われたか

・受益者との負担関係や単位あたり
  コストは妥当な水準か

・オンライン資格確認に対応するための機器を導入し、受付事務の効率化を図っ
た。
・光熱水費等のコスト削減に努めた。

やや高い

・他の手段や方法とのコスト比較は
  十分行われているか

やや低い

・コスト削減や効率化に向けた工夫が
  施されているか

低い

改　善　策

・雲原地域を含めた民間の医療機関の進出が期待できない過疎地等の医療の提供体制について、市全体として今後の方向性を検討する必要があ
る。

　Ⅵ　二次評価（事業所属外による他部署評価）

事後評価コメント 事業評価実施後に記載（対象事業のみ）

　Ⅶ　評価をふまえた次年度事業方針

定性的な面も
含めた自己評価
及び現状の課題

・対象地域の人口及び利用者の減少に伴い、診療収入等も減少傾向にあり、費用対効果の観点からは有効とは言い難い状況である。
・新型コロナウイルス感染症が感染拡大する時期においても、感染予防・防止のための対策を行い安心して医療が受けられるようにした。

担当課の
事業の見直し

及び
予算要求方針

方針区分 評価を踏まえた見直し内容

予算編成に記入
（3次公表時）

　Ⅷ　予算反映結果

予算反映結果
（統合事業名： （統合先事業名：

6 　



款 項 目 頁

□ 法定受託事務 □ 国府補助事業 ☑ 市単独事業 □ 内部庶務的事業 □ その他 （ ）

☑ 直接実施 □ 業務委託 □ 指定管理 □ 補助金交付 □ その他 （ ）

福知山市 令和４年度事務事業評価シート （単位：千円）

　Ⅰ　事業属性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業名 診療所医業経費 事業コード 410104

政策体系
基本政策 6　市民一人ひとりが、最期まで生き生きと暮らし、温かく見送られるまち 政策目標 2　地域包括ケアシステムの推進

施 策 名 2　高度医療・救命救急・一般診療などが連携した地域医療体制の充実 施策コード 622

事業担当 所属 05040000 市民総務部　保険年金課　 所属長 芦田　弥生

会計情報 02 医業費 01 医業諸費 01 医業諸費 会計 03 国保診療所 決算付属資料 266

計画期間 開始年度 昭和36年度 終了予定年度 令和8年度 関連計画名 -

事業概要
（箇条書き）

・医薬品、医療消耗品の調達や、血液等の検査を行った。

R4現在の状況 継続中

根拠法令等 国民健康保険診療所条例

事業区分

関連事業 診療所管理事業一般経費

　Ⅱ　事業基礎情報

事業目的
（施策実現に向けて
事業が果たす役割）

・国民健康保険雲原診療所において、地域住民が必要な医療を受けることができ、健康を保持することができるよう、医薬品や医療材料等の調達及
び血液等の検査を行う。

対象者 雲原診療所利用者 対象者数 560 単位あたりコスト 16.9

実施方法

委託先・実施主体等 一般社団法人京都微生物研究所

支出に係る主な費目 支出実績（R3） 主な業務内容

需用費 6,056 医薬材料費

役務費 540 臨床検査手数料

②　国支出金 0 0 0

0 0 0次年度繰越

予算編成時記入
（3次公表時）

0 0 0

0 0 0

8,000

②　補正予算 0 0 0

③　繰越予算

R5（要求年度）

主な支出に係る
業務内容と経費

　Ⅲ　予算執行状況
区　　　分 R2（評価前年度） R3（評価年度） R4（本年度）

12,522 9,770 8,000

前年度繰越

予
算
情
報

①　当初予算

③　府支出金 0 0

小計（①～③） 12,522 9,770

0

④　地方債 0 0 0

予
算
財
源
内
訳

①　一般財源 0 0 0

⑤　その他特財 12,522 9,770 8,000

決
算
情
報

①　流充用額 0 0

②　配当予算 12,522 9,770

③　執行額 7,464 6,596

②　概算人件費 2,800 2,880 2,880 0

/ 0.00

④　執行率 59.6% 67.5%
①　従事職員数
　　  (正職員 / 非常勤嘱託職員)

0.35 / 0.00 0.36 0.36 / 0.00 0.00

トータルコスト
（予算執行額+概算人件費）

10,264 9,476 2,880 0

/ 0.00概
算

人
工

　Ⅳ　業績指標

成果実績
（アウトカム）
実績／目標

指　　　標 単位 R1 R2

実績金額
主な利用特財

（Ｎ－１年度実績値）
特財名称

雲原診療所分

種類

診療所診療収入 6,596

決算付属資料

264

頁

R3 R4 最終目標

診療件数 件 1,617 / 1,850 1,288

活動実績
（アウトプット）
実績／計画

指　　　標 単位 R1 R2 R3 R4 最終目標

/ 1,800 1,201 / 1,600 / 1,400 1,400

診療収入 千円 19,433 / 26,400 15,149 /

/ 97 97

22,617 13,051 / 19,172 / 15,600 15,600

/ 92 97 / 97 93 / 95

単位あたりコスト 100.8 76.9 70.9

/ / / /

単位あたりコスト

診療所開所日数 日 92

7 診療所医業経費



□

☑

☐

☐

☐ 現状維持 ☐ 廃止/休止 ☐ 予算拡充 ☐ 予算縮減

☐ 他事業を統合 ） ☐ 他事業へ統合 ）

必　要　性

・市民や社会のニーズを的確に捉えた事業
か

・地域住民が必要な医療を受けるためのへき地診療所として、必要となる医薬品
を調達また検査を実施できた。

・民間事業者や市民が自ら実施することの
  できない事業か

・目的・目標の達成手段として適切で、
  優先度の高い事業か

高い

効　率　性

　Ⅴ　一次評価（事業担当所属内による自己評価）

項　　　目 評価の観点 評価の観点に寄与した取組事項
施策・施策成果指標

に対する貢献度

有　効　性

・成果目標は理にかない、実績は適切に
  把握・測定されているか

・地域住民が必要な医療を受けるために必要な経費。
・祝日のため休診となった場合があった。
・目標とする診療件数に足りていないが、高齢者の多い地域住民にとっては、遠
方へ出かけることなく住まう地域で医療を受けることができ、有効であった。・活動実績は見込みに沿い、かつ

  投入資源に見合っているか

・先行事例の分析や外部資源の活用は
  十分行われたか

・受益者との負担関係や単位あたり
  コストは妥当な水準か

・医薬品・医療消耗品について適正に管理し、計画的に発注できた。
・可能な範囲でジェネリック医薬品を使用し経費削減に努めた。 やや高い

・他の手段や方法とのコスト比較は
  十分行われているか

やや低い

・コスト削減や効率化に向けた工夫が
  施されているか

低い

改　善　策

・計画的な医薬品、医薬消耗品の発注に努め、可能な範囲でジェネリック医薬品を使用しコスト削減を意識して運営していく。

　Ⅵ　二次評価（事業所属外による他部署評価）

事後評価コメント 事業評価実施後に記載（対象事業のみ）

　Ⅶ　評価をふまえた次年度事業方針

定性的な面も
含めた自己評価
及び現状の課題

・ジェネリック医薬品の採用や、医薬品の計画的な発注・管理により経費削減をしつつ、地域住民の医療を確保している。
・全国的な医薬品不足により、必要な薬を入手しにくい事象が発生している。

担当課の
事業の見直し

及び
予算要求方針

方針区分 評価を踏まえた見直し内容

予算編成に記入
（3次公表時）

　Ⅷ　予算反映結果

予算反映結果
（統合事業名： （統合先事業名：

8 　



款 項 目 頁

□ 法定受託事務 □ 国府補助事業 ☑ 市単独事業 □ 内部庶務的事業 ☑ その他 （ ）

□ 直接実施 □ 業務委託 □ 指定管理 □ 補助金交付 ☑ その他 （ ）

福知山市 令和４年度事務事業評価シート （単位：千円）

　Ⅰ　事業属性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業名 国民健康保険診療所費特別会計繰出金 事業コード 410115

政策体系
基本政策 6　市民一人ひとりが、最期まで生き生きと暮らし、温かく見送られるまち 政策目標 ２　地域包括ケアシステムの推進

施 策 名 ２　高度医療・救命救急・一般診療などが連携した地域医療体制の充実 施策コード 622

事業担当 所属 08020000 財務部　財政課　 所属長 蘆田　祐幸

会計情報 04 衛生費 01 保健衛生費 06 診療所費 会計 01 一般会計 決算付属資料 154

計画期間 開始年度 昭和39年度 終了予定年度 令和8年度 関連計画名

事業概要
（箇条書き）

国民健康保険診療所費特別会計における歳入と歳出の収支不足分を繰出金として支出する。

R4現在の状況 継続中

根拠法令等

事業区分 特別会計への繰出金

関連事業 国民健康保険診療所費特別会計各事業

　Ⅱ　事業基礎情報

事業目的
（施策実現に向けて
事業が果たす役割）

国民健康保険診療所の円滑な運営を図るための国民健康保険診療所費特別会計に対する繰出金

対象者 - 対象者数 - 単位あたりコスト

実施方法 特別会計への繰出金

委託先・実施主体等

支出に係る主な費目 支出実績（R３） 主な業務内容

繰出金 7,901 国民健康保険診療所費特別会計への繰出金（収支不足分）

②　国支出金 0 0 0

0 0 0次年度繰越

予算編成時記入
（3次公表時）

0 0 0

0 0 0

8,818

②　補正予算 △ 1,830 923 0

③　繰越予算

R5（要求年度）

主な支出に係る
業務内容と経費

　Ⅲ　予算執行状況
区　　　分 R2（評価前年度） R3（評価年度） R4（本年度）

6,459 5,312 8,818

前年度繰越

予
算
情
報

①　当初予算

③　府支出金 0 0

小計（①～③） 4,629 6,235

0

④　地方債 0 0 0

予
算
財
源
内
訳

①　一般財源 4,629 6,235 8,818

⑤　その他特財 0 0 0

決
算
情
報

①　流充用額 0 1,666

②　配当予算 4,629 7,901

③　執行額 4,551 7,901

②　概算人件費 240 80 80 0

/ 0.00

④　執行率 98.3% 100.0%
①　従事職員数
　　  (正職員 / 非常勤嘱託職員)

0.03 / 0.00 0.01 0.01 / 0.00 0.00

トータルコスト
（予算執行額+概算人件費）

4,791 7,981 80 0

/ 0.00概
算

人
工

　Ⅳ　業績指標

成果実績
（アウトカム）
実績／目標

指　　　標 単位 R1 R2

実績金額
主な利用特財

（Ｎ－１年度実績値）
特財名称 種類 決算付属資料 頁

R3 R4 最終目標

【定性的評価のため入力なし】 /

活動実績
（アウトプット）
実績／計画

指　　　標 単位 R1 R2 R3 R4 最終目標

/ / /

/ /

/ 8.8

/ /

/ 6.6 4.6 / 6.5 7.9 / 5.3

単位あたりコスト － － －

/ / / /

単位あたりコスト

繰出金決算額 百万円 5.6

9 国民健康保険診療所費特別会計繰出金



☑

☐

☐

☐

☐ 現状維持 ☐ 廃止/休止 ☐ 予算拡充 ☐ 予算縮減

☐ 他事業を統合 ） ☐ 他事業へ統合 ）

必　要　性

・市民や社会のニーズを的確に捉えた事業
か

国民健康保険診療所の円滑な運営を図るうえで必要である。

・民間事業者や市民が自ら実施することの
  できない事業か

・目的・目標の達成手段として適切で、
  優先度の高い事業か

高い

効　率　性

　Ⅴ　一次評価（事業担当所属内による自己評価）

項　　　目 評価の観点 評価の観点に寄与した取組事項
施策・施策成果指標

に対する貢献度

有　効　性

・成果目標は理にかない、実績は適切に
  把握・測定されているか

国民健康保険診療所の円滑な運営を図る一助となっている。

・活動実績は見込みに沿い、かつ
  投入資源に見合っているか

・先行事例の分析や外部資源の活用は
  十分行われたか

・受益者との負担関係や単位あたり
  コストは妥当な水準か

特別会計に繰出をすることにより、国民健康保険診療所の円滑な運営を図ること
ができた。 やや高い

・他の手段や方法とのコスト比較は
  十分行われているか

やや低い

・コスト削減や効率化に向けた工夫が
  施されているか

低い

改　善　策

担当課との十分な調整を行い、適正な繰出金額の精査に努める。

　Ⅵ　二次評価（事業所属外による他部署評価）

事後評価コメント 事業評価実施後に記載（対象事業のみ）

　Ⅶ　評価をふまえた次年度事業方針

定性的な面も
含めた自己評価
及び現状の課題

繰出を行うことにより、国民健康保険診療所の円滑な運営を図ることができた。【定性的評価】

今後も適正に繰出を実施する必要がある。

担当課の
事業の見直し

及び
予算要求方針

方針区分 評価を踏まえた見直し内容

予算編成に記入
（3次公表時）

　Ⅷ　予算反映結果

予算反映結果
（統合事業名： （統合先事業名：

10 　



款 項 目 頁

□ 法定受託事務 □ 国府補助事業 ☑ 市単独事業 □ 内部庶務的事業 ☑ その他 （ ）

□ 直接実施 □ 業務委託 □ 指定管理 □ 補助金交付 ☑ その他 （ ）

福知山市 令和４年度事務事業評価シート （単位：千円）

　Ⅰ　事業属性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業名 休日急患診療所費特別会計繰出金 事業コード 410214

政策体系
基本政策 6　市民一人ひとりが、最期まで生き生きと暮らし、温かく見送られるまち 政策目標 ２　地域包括ケアシステムの推進

施 策 名 ２　高度医療・救命救急・一般診療などが連携した地域医療体制の充実 施策コード 622

事業担当 所属 08020000 財務部　財政課　 所属長 蘆田　祐幸

会計情報 04 衛生費 01 保健衛生費 07 休日急患診療所費 会計 01 一般会計 決算付属資料 154

計画期間 開始年度 昭和52年度 終了予定年度 令和8年度 関連計画名

事業概要
（箇条書き）

休日急患診療所費特別会計における歳入と歳出の収支不足分を繰出金として支出する。

R4現在の状況 継続中

根拠法令等

事業区分 特別会計への繰出金

関連事業 休日急患診療所費特別会計各事業

　Ⅱ　事業基礎情報

事業目的
（施策実現に向けて
事業が果たす役割）

休日急患診療所の円滑な運営を図るための休日急患診療所費特別会計に対する繰出金

対象者 - 対象者数 - 単位あたりコスト

実施方法 特別会計への繰出金

委託先・実施主体等

支出に係る主な費目 支出実績（R３） 主な業務内容

繰出金 11,640 休日急患診療所費特別会計への繰出金（収支不足分）

②　国支出金 0 0 0

0 0 0次年度繰越

予算編成時記入
（3次公表時）

0 0 0

0 0 0

9,635

②　補正予算 10,336 8,528 0

③　繰越予算

R5（要求年度）

主な支出に係る
業務内容と経費

　Ⅲ　予算執行状況
区　　　分 R2（評価前年度） R3（評価年度） R4（本年度）

8,600 11,306 9,635

前年度繰越

予
算
情
報

①　当初予算

③　府支出金 0 0

小計（①～③） 18,936 19,834

0

④　地方債 0 0 0

予
算
財
源
内
訳

①　一般財源 18,936 19,834 9,635

⑤　その他特財 0 0 0

決
算
情
報

①　流充用額 0 0

②　配当予算 18,936 19,834

③　執行額 17,169 11,640

②　概算人件費 320 80 80 0

/ 0.00

④　執行率 90.7% 58.7%
①　従事職員数
　　  (正職員 / 非常勤嘱託職員)

0.04 / 0.00 0.01 0.01 / 0.00 0.00

トータルコスト
（予算執行額+概算人件費）

17,489 11,720 80 0

/ 0.00概
算

人
工

　Ⅳ　業績指標

成果実績
（アウトカム）
実績／目標

指　　　標 単位 R1 R2

実績金額
主な利用特財

（Ｎ－１年度実績値）
特財名称 種類 決算付属資料 頁

R3 R4 最終目標

【定性的評価のため入力なし】 /

活動実績
（アウトプット）
実績／計画

指　　　標 単位 R1 R2 R3 R4 最終目標

/ / /

/ /

/ 9.6

/ /

/ 8.3 17.2 / 18.9 11.6 / 19.8

単位あたりコスト － － －

/ / / /

単位あたりコスト

繰出金決算額 百万円 8.5

11 休日急患診療所費特別会計繰出金



☑

☐

☐

☐

☐ 現状維持 ☐ 廃止/休止 ☐ 予算拡充 ☐ 予算縮減

☐ 他事業を統合 ） ☐ 他事業へ統合 ）

必　要　性

・市民や社会のニーズを的確に捉えた事業
か

休日急患診療所の円滑な運営を図るうえで必要である。

・民間事業者や市民が自ら実施することの
  できない事業か

・目的・目標の達成手段として適切で、
  優先度の高い事業か

高い

効　率　性

　Ⅴ　一次評価（事業担当所属内による自己評価）

項　　　目 評価の観点 評価の観点に寄与した取組事項
施策・施策成果指標

に対する貢献度

有　効　性

・成果目標は理にかない、実績は適切に
  把握・測定されているか

休日急患診療所の円滑な運営の一助となっている。

・活動実績は見込みに沿い、かつ
  投入資源に見合っているか

・先行事例の分析や外部資源の活用は
  十分行われたか

・受益者との負担関係や単位あたり
  コストは妥当な水準か

特別会計に繰出をすることにより、休日急患診療所の円滑な運営を図ることがで
きた。 やや高い

・他の手段や方法とのコスト比較は
  十分行われているか

やや低い

・コスト削減や効率化に向けた工夫が
  施されているか

低い

改　善　策

担当課との十分な調整を行い、適正な繰出金額の精査に努める。

　Ⅵ　二次評価（事業所属外による他部署評価）

事後評価コメント 事業評価実施後に記載（対象事業のみ）

　Ⅶ　評価をふまえた次年度事業方針

定性的な面も
含めた自己評価
及び現状の課題

特別会計に繰出をすることにより、休日急患診療所の円滑な運営を図ることができた。【定性的評価】

今後も適正に繰出を実施する必要がある。

担当課の
事業の見直し

及び
予算要求方針

方針区分 評価を踏まえた見直し内容

予算編成に記入
（3次公表時）

　Ⅷ　予算反映結果

予算反映結果
（統合事業名： （統合先事業名：

12 　



款 項 目 頁

□ 法定受託事務 □ 国府補助事業 ☑ 市単独事業 □ 内部庶務的事業 □ その他 （ ）

□ 直接実施 □ 業務委託 □ 指定管理 ☑ 補助金交付 □ その他 （ ）

福知山市 令和４年度事務事業評価シート （単位：千円）

　Ⅰ　事業属性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業名 地域医療・医療従事者養成確保事業 事業コード 410116

政策体系
基本政策 6　市民一人ひとりが、最期まで生き生きと暮らし、温かく見送られるまち 政策目標 ２　地域包括ケアシステムの推進

施 策 名 ２　高度医療・救命救急・一般診療などが連携した地域医療体制の充実 施策コード 622

事業担当 所属 15050000 福祉保健部　健康医療課　 所属長 足立　正信

会計情報 04 衛生費 01 保健衛生費 01 保健衛生総務費 会計 01 一般会計 決算付属資料 136

計画期間 開始年度 平成元年度 終了予定年度 令和８年度 関連計画名

事業概要
（箇条書き）

・本市域の医療従事者を確保するため、福知山医師会に対し補助金を交付する。

R4現在の状況 継続中

根拠法令等 医療法、看護師等の人材確保の促進に関する法律

事業区分

関連事業

　Ⅱ　事業基礎情報

事業目的
（施策実現に向けて
事業が果たす役割）

誰もが幸せに生きるまぢづくりのため、福知山市医師会の医療従事者養成事業（看護高等専修学校）に対し、補助金を支出し、本市域の医療従事
者を確保する。

対象者 全市民 対象者数 78,000 単位あたりコスト 0.1

実施方法

委託先・実施主体等 福知山医師会看護高等専修学校

支出に係る主な費目 支出実績（R３） 主な業務内容

負担金補助及び交付金 3,420 福知山医師会への補助金の交付

②　国支出金 0 0 0

0 0 0次年度繰越

予算編成時記入
（3次公表時）

0 0 0

0 0 0

3,420

②　補正予算 0 0 0

③　繰越予算

R5（要求年度）

主な支出に係る
業務内容と経費

　Ⅲ　予算執行状況
区　　　分 R2（評価前年度） R3（評価年度） R4（本年度）

3,420 3,420 3,420

前年度繰越

予
算
情
報

①　当初予算

③　府支出金 0 0

小計（①～③） 3,420 3,420

0

④　地方債 0 0 0

予
算
財
源
内
訳

①　一般財源 1,620 3,420 3,420

⑤　その他特財 1,800 0 0

決
算
情
報

①　流充用額 0 0

②　配当予算 3,420 3,420

③　執行額 3,420 3,420

②　概算人件費 80 480 480 0

/ 0.00

④　執行率 100.0% 100.0%
①　従事職員数
　　  (正職員 / 非常勤嘱託職員)

0.01 / 0.00 0.06 0.06 / 0.00 0.00

トータルコスト
（予算執行額+概算人件費）

3,500 3,900 480 0

/ 0.00概
算

人
工

　Ⅳ　業績指標

成果実績
（アウトカム）
実績／目標

指　　　標 単位 R1 R2

実績金額
主な利用特財

（Ｎ－１年度実績値）
特財名称 種類 決算付属資料 頁

R3 R4 最終目標

卒業生地元進学・就職に至った人数（現役） 人 18 / 27 19

活動実績
（アウトプット）
実績／計画

指　　　標 単位 R1 R2 R3 R4 最終目標

/ 26 17 / 20 / 20 20

/ /

/ 26 26

/ /

/ 27 27 / 26 24 / 26

単位あたりコスト 126.7 126.7 142.5

/ / / /

単位あたりコスト

福知山医師会看護高等専修学校卒業者 人 27

13 　地域医療・医療従事者養成確保事業



☑

☐

☐

☐

☐ 現状維持 ☐ 廃止/休止 ☐ 予算拡充 ☐ 予算縮減

☐ 他事業を統合 ） ☐ 他事業へ統合 ）

必　要　性

・市民や社会のニーズを的確に捉えた事業
か

・新型コロナウイルス感染症などの感染症のまん延等がある中、不足する医療従
事者の養成は重要であるため、補助金を交付した。

・民間事業者や市民が自ら実施することの
  できない事業か

・目的・目標の達成手段として適切で、
  優先度の高い事業か

高い

効　率　性

　Ⅴ　一次評価（事業担当所属内による自己評価）

項　　　目 評価の観点 評価の観点に寄与した取組事項
施策・施策成果指標

に対する貢献度

有　効　性

・成果目標は理にかない、実績は適切に
  把握・測定されているか

・毎年卒業生が本市内に進学・就職しており、不足する医療人材の確保に対して
補助金を交付した。

・活動実績は見込みに沿い、かつ
  投入資源に見合っているか

・先行事例の分析や外部資源の活用は
  十分行われたか

・受益者との負担関係や単位あたり
  コストは妥当な水準か

・医療従事者の確保のために福知山医師会看護専修学校の事業を補助するた
め、補助金の交付を行った。 やや高い

・他の手段や方法とのコスト比較は
  十分行われているか

やや低い

・コスト削減や効率化に向けた工夫が
  施されているか

低い

改　善　策

　新型コロナウイルス感染症など、新たな感染症等の対応に医療従事者の不足が不安視される中、安心安全な町づくりに資するため、今後も福知
山医師会看護高等専修学校と連携し、医療従事者の確保図るため、支援を行う。

（統合先事業名：

　Ⅵ　二次評価（事業所属外による他部署評価）

事後評価コメント 事業評価実施後に記載（対象事業のみ）

　Ⅶ　評価をふまえた次年度事業方針

定性的な面も
含めた自己評価
及び現状の課題

　福知山医師会看護高等専修学校に対して支援を行うことで、卒業生が毎年本市内に進学・就職することにつながり、医療従事者の確保というも目
的を達成している。
　現状としては、新型コロナウイルス感染症をはじめ、医療従事者に大きな負担がかかるなか、看護師等の確保は争奪戦であり、本市域でも看護師
確保は必要であり、市民の安心・安全につながっている。

担当課の
事業の見直し

及び
予算要求方針

方針区分 評価を踏まえた見直し内容

予算編成に記入
（3次公表時）

　Ⅷ　予算反映結果

予算反映結果
（統合事業名：

14 　



款 項 目 頁

□ 法定受託事務 □ 国府補助事業 ☑ 市単独事業 □ 内部庶務的事業 □ その他 （ ）

□ 直接実施 ☑ 業務委託 □ 指定管理 □ 補助金交付 □ その他 （ ）

福知山市 令和４年度事務事業評価シート （単位：千円）

　Ⅰ　事業属性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業名 救急医療体制運営事業 事業コード 410206

政策体系
基本政策 6　市民一人ひとりが、最期まで生き生きと暮らし、温かく見送られるまち 政策目標 ２　地域包括ケアシステムの推進

施 策 名 ２　高度医療・救命救急・一般診療などが連携した地域医療体制の充実 施策コード 622

事業担当 所属 15050000 福祉保健部　健康医療課　 所属長 足立　正信

会計情報 04 衛生費 01 保健衛生費 01 保健衛生総務費 会計 01 一般会計 決算付属資料 138

計画期間 開始年度 平成23年度 終了予定年度 令和８年度 関連計画名

事業概要
（箇条書き）

・地域医療の充実や休日の当番医制等を委託
・休日の外科系当番医への運営謝礼
・休日の二次救急体制維持のため、夜間及び休日における二次救急患者の医療確保に対する京都ルネス病院及び市立福知山市民病院の事業運
営へ謝礼金・負担金
・休日等歯科救急医療の確保として、歯科診療所運営謝礼

R4現在の状況 継続中

根拠法令等

事業区分

関連事業

　Ⅱ　事業基礎情報

事業目的
（施策実現に向けて
事業が果たす役割）

　誰もが幸せに生きるまちづくりのため、外科救急並びに休日の夜間、長期休日の歯科における急患の医療を在宅当番医で実施することにより、初
期救急の充実と併せて休日の入院を必要とする重症者を受け入れる二次救急の支援を図ることにより、市民の安心・安全を確保する。

対象者 全市民 対象者数 78,000 単位あたりコスト 0.2

実施方法

委託先・実施主体等 福知山医師会・京都ルネス病院・市立福知山市民病院・丹波歯科医師会

支出に係る主な費目 支出実績（R３） 主な業務内容

報償費 6,823 休日外科系在宅当番医謝礼、休日歯科在宅当番医謝礼等

委託料 5,670 地域医療の充実に関する業務委託

負担金補助及び交付金 2,152 市民病院休日二次救急体制整備負担金

②　国支出金 0 0 0

0 0 0次年度繰越

予算編成時記入
（3次公表時）

0 0 0

0 0 0

15,017

②　補正予算 0 0 0

③　繰越予算

R5（要求年度）

主な支出に係る
業務内容と経費

　Ⅲ　予算執行状況
区　　　分 R2（評価前年度） R3（評価年度） R4（本年度）

14,831 14,882 15,017

前年度繰越

予
算
情
報

①　当初予算

③　府支出金 0 0

小計（①～③） 14,831 14,882

0

④　地方債 0 0 0

予
算
財
源
内
訳

①　一般財源 14,831 14,882 15,017

⑤　その他特財 0 0 0

決
算
情
報

①　流充用額 0 0

②　配当予算 14,831 14,882

③　執行額 14,690 14,645

②　概算人件費 80 480 480 0

/ 0.00

④　執行率 99.0% 98.4%
①　従事職員数
　　  (正職員 / 非常勤嘱託職員)

0.01 / 0.00 0.06 0.06 / 0.00 0.00

トータルコスト
（予算執行額+概算人件費）

14,770 15,125 480 0

/ 0.00概
算

人
工

　Ⅳ　業績指標

成果実績
（アウトカム）
実績／目標

指　　　標 単位 R1 R2

実績金額
主な利用特財

（Ｎ－１年度実績値）
特財名称 種類 決算付属資料 頁

R3 R4 最終目標

休日歯科診療所受診者数 人 45 / 36 29

活動実績
（アウトプット）
実績／計画

指　　　標 単位 R1 R2 R3 R4 最終目標

/ 36 30 / 36 / 36 36

休日急患診療所受診者数 人 1578 / 1400 367 /

/ 71 71

1600 769 / 1600 / 1600 1600

/ 76 71 / 71 74 / 71

単位あたりコスト 226.8 206.9 197.9

休日歯科診療所開設日数 日 4 / 4 4 / 4 4 / 4 / 4 4

3661.3単位あたりコスト 4309.6 3672.5

休日急患診療所開設日数 日 76

15 　救急医療体制運営事業



☑

☐

☐

☐

☐ 現状維持 ☐ 廃止/休止 ☐ 予算拡充 ☐ 予算縮減

☐ 他事業を統合 ） ☐ 他事業へ統合 ）

必　要　性

・市民や社会のニーズを的確に捉えた事業
か

市民が安心して医療を受けるためには、夜間及び休日に患者を受け入れる医療
機関を確保することが必要であり、休日の救急診療体制の確保を行った。

・民間事業者や市民が自ら実施することの
  できない事業か

・目的・目標の達成手段として適切で、
  優先度の高い事業か

高い

効　率　性

　Ⅴ　一次評価（事業担当所属内による自己評価）

項　　　目 評価の観点 評価の観点に寄与した取組事項
施策・施策成果指標

に対する貢献度

有　効　性

・成果目標は理にかない、実績は適切に
  把握・測定されているか

救急医療体制を維持することにより、医療機関の時間外にも診療を受けることが
でき、市民の安心安全を確保した。

・活動実績は見込みに沿い、かつ
  投入資源に見合っているか

・先行事例の分析や外部資源の活用は
  十分行われたか

・受益者との負担関係や単位あたり
  コストは妥当な水準か

救急医療体制を維持できる医療機関は限られることから、削減余地はない。急な
発病や負傷をした際には、誰でも診療を受けられるよう、休日の救急診療体制を
確保した。

やや高い

・他の手段や方法とのコスト比較は
  十分行われているか

やや低い

・コスト削減や効率化に向けた工夫が
  施されているか

低い

改　善　策

　重症患者への医療確保は、安心して暮らせる町づくりとして欠かせない。今後人口は減少するものの、救急医療の需要が減少することは想定しづ
らく、これからも引き続き救急告示病院として協力していただけるよう、体制維持のための支援は責任をもって実施していかなければならない。
　また、救急医療体制についての周知広報をホームページや広報ふくちやま等を利用し実施し、多くの市民の安心安全の確保に努める。

（統合先事業名：

　Ⅵ　二次評価（事業所属外による他部署評価）

事後評価コメント 事業評価実施後に記載（対象事業のみ）

　Ⅶ　評価をふまえた次年度事業方針

定性的な面も
含めた自己評価
及び現状の課題

　年間を通じ、夜間・休日等の救急医療体制を確保したすることにより、市民はいつでも安心して医療を受けることができた。

担当課の
事業の見直し

及び
予算要求方針

方針区分 評価を踏まえた見直し内容

予算編成に記入
（3次公表時）

　Ⅷ　予算反映結果

予算反映結果
（統合事業名：

16 　



款 項 目 頁

□ 法定受託事務 ☑ 国府補助事業 □ 市単独事業 □ 内部庶務的事業 □ その他 （ ）

☑ 直接実施 □ 業務委託 □ 指定管理 □ 補助金交付 □ その他 （ ）

福知山市 令和４年度事務事業評価シート （単位：千円）

　Ⅰ　事業属性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業名 予防接種健康被害対策事業 事業コード 410311

政策体系
基本政策 6　市民一人ひとりが、最期まで生き生きと暮らし、温かく見送られるまち 政策目標 ２　地域包括ケアシステムの推進

施 策 名 ２　高度医療・救命救急・一般診療などが連携した地域医療体制の充実 施策コード 622

事業担当 所属 15050000 福祉保健部　健康医療課　 所属長 足立　正信

会計情報 04 衛生費 01 保健衛生費 01 保健衛生総務費 会計 01 一般会計 決算付属資料 138

計画期間 開始年度 昭和57年度 終了予定年度 令和８年度 関連計画名

事業概要
（箇条書き）

・予防接種健康被害に係る障害年金・医療費・医療手当の支給
・市が行う予防接種において、予防接種法及び結核予防法の規程に基づく健康被害の発生に対し、設置する調査委員会に係る経費

R4現在の状況 継続中

根拠法令等 予防接種法

事業区分

関連事業

　Ⅱ　事業基礎情報

事業目的
（施策実現に向けて
事業が果たす役割）

誰もが幸せに生きるまちづくりのため、予防接種法第１１条の規定による予防接種健康被害認定者に予防接種救済給付〔障害年金・医療費・医療手
当〕を行う。
また、予防接種健康被害発生に際し、調査委員会を設置し、医学的見地から調査を行い認定された方に障害年金等を支給することで、健康被害に
対する救済措置を行う。

対象者 予防接種健康被害認定者 対象者数 2 単位あたりコスト 1,881.5

実施方法

委託先・実施主体等

支出に係る主な費目 支出実績（R３） 主な業務内容

扶助費 3,283 予防接種健康被害障害年金、医療費。医療手当

②　国支出金 0 0 0

0 0 0次年度繰越

予算編成時記入
（3次公表時）

0 0 0

0 0 0

3,307

②　補正予算 0 0 0

③　繰越予算

R5（要求年度）

主な支出に係る
業務内容と経費

　Ⅲ　予算執行状況
区　　　分 R2（評価前年度） R3（評価年度） R4（本年度）

3,293 3,341 3,307

前年度繰越

予
算
情
報

①　当初予算

③　府支出金 2,451 2,487

小計（①～③） 3,293 3,341

2,461

④　地方債 0 0 0

予
算
財
源
内
訳

①　一般財源 842 854 846

⑤　その他特財 0 0 0

決
算
情
報

①　流充用額 48 0

②　配当予算 3,341 3,341

③　執行額 3,317 3,283

②　概算人件費 80 480 480 0

/ 0.00

④　執行率 99.3% 98.3%
①　従事職員数
　　  (正職員 / 非常勤嘱託職員)

0.01 / 0.00 0.06 0.06 / 0.00 0.00

トータルコスト
（予算執行額+概算人件費）

3,397 3,763 480 0

/ 0.00概
算

人
工

　Ⅳ　業績指標

成果実績
（アウトカム）
実績／目標

指　　　標 単位 R1 R2

実績金額
主な利用特財

（Ｎ－１年度実績値）
特財名称

予防接種事故対策事業

種類

衛生費府補助金 2,461

決算付属資料

26

頁

R3 R4 最終目標

救済給付事業のためなし － /

活動実績
（アウトプット）
実績／計画

指　　　標 単位 R1 R2 R3 R4 最終目標

/ / /

/ /

/ 0 0

/ /

/ 0 0 / 0 0 / 0

単位あたりコスト

/ / / /

単位あたりコスト

調査委員会開催回数 回 0

17 　予防接種健康被害対策事業



☑

☐

☐

☐

☐ 現状維持 ☐ 廃止/休止 ☐ 予算拡充 ☐ 予算縮減

☐ 他事業を統合 ） ☐ 他事業へ統合 ）

必　要　性

・市民や社会のニーズを的確に捉えた事業
か

市民の安心・安全のため、予防接種による健康被害を救済するために扶助費を
給付した。

・民間事業者や市民が自ら実施することの
  できない事業か

・目的・目標の達成手段として適切で、
  優先度の高い事業か

高い

効　率　性

　Ⅴ　一次評価（事業担当所属内による自己評価）

項　　　目 評価の観点 評価の観点に寄与した取組事項
施策・施策成果指標

に対する貢献度

有　効　性

・成果目標は理にかない、実績は適切に
  把握・測定されているか

　予防接種による健康被害に対して救済給付し、有効な支援を行った。

・活動実績は見込みに沿い、かつ
  投入資源に見合っているか

・先行事例の分析や外部資源の活用は
  十分行われたか

・受益者との負担関係や単位あたり
  コストは妥当な水準か

　予防接種法及び規則等に基づく給付により、健康被害に対する救済措置行っ
た。 やや高い

・他の手段や方法とのコスト比較は
  十分行われているか

やや低い

・コスト削減や効率化に向けた工夫が
  施されているか

低い

改　善　策

　法律に基づく給付であり、給付に関して改善の余地はない。
　新たな健康被害等の申請があれば、速やかに調査委員会を開催し、しかるべき処置をとる。

　Ⅵ　二次評価（事業所属外による他部署評価）

事後評価コメント 事業評価実施後に記載（対象事業のみ）

　Ⅶ　評価をふまえた次年度事業方針

定性的な面も
含めた自己評価
及び現状の課題

　予防接種による健康被害に対しての救済給付であり、予防接種による健康被害に対して給付を行った。

担当課の
事業の見直し

及び
予算要求方針

方針区分 評価を踏まえた見直し内容

予算編成に記入
（3次公表時）

　Ⅷ　予算反映結果

予算反映結果
（統合事業名： （統合先事業名：

18 　



款 項 目 頁

□ 法定受託事務 ☑ 国府補助事業 ☑ 市単独事業 □ 内部庶務的事業 □ その他 （ ）

☑ 直接実施 ☑ 業務委託 □ 指定管理 □ 補助金交付 □ その他 （ ）

福知山市 令和４年度事務事業評価シート （単位：千円）

　Ⅰ　事業属性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業名 休日急患診療所費維持管理経費 事業コード 410208

政策体系
基本政策 6　市民一人ひとりが、最期まで生き生きと暮らし、温かく見送られるまち 政策目標 2　地域包括ケアシステムの推進

施 策 名 2　高度医療・救命救急・一般診療などが連携した地域医療体制の充実 施策コード 622

事業担当 所属 15050000 福祉保健部　健康医療課　 所属長 田和　昌弘

会計情報 01 休日急患診療所費 01 診療所費 01 総務管理費 会計 08 休日急患 決算付属資料 278

計画期間 開始年度 昭和52年度 終了予定年度 令和8年度 関連計画名

事業概要
（箇条書き）

円滑な診療業務のための休日急患診療所運営に要する職員人件費
・休日（日曜日・祝日・年末年始）74日間開所

R4現在の状況 継続中

根拠法令等 医療法

事業区分

関連事業 休日急患診療所費運営経費

　Ⅱ　事業基礎情報

事業目的
（施策実現に向けて
事業が果たす役割）

誰もが幸せに生きるまちづくりのため、休日（日曜日・祝日・年末年始）において緊急に医療を必要とする市民に対し、応急的な診察を行い、もって市
民の健康の保持及び増進に寄与するという目的で開設している休日急患診療所を継続的に維持管理する。

対象者 全市民 対象者数 78,000 単位あたりコスト 0.1

実施方法

委託先・実施主体等 綜合警備保障株式会社京都支社、福知山市シルバー人材センター、三栄メディシス株式会社、株式会社かんとーす、株式会社京都環境保全公社

支出に係る主な費目 支出実績（R３） 主な業務内容

報酬・職員手当等 3,357 臨時職員報酬等

需用費・役務費 322 消耗品費・郵送料等

委託料・備品購入費 1,418 日常清掃業務等、備品購入費

使用料及び賃借料 14 ＮＨＫ受信料

②　国支出金 0 429 0

0 0 0次年度繰越

予算編成時記入
（3次公表時）

0 0 0

0 0 0

4,577

②　補正予算 1,200 0 0

③　繰越予算

R5（要求年度）

主な支出に係る
業務内容と経費

負担金補助及び交付金 439 光熱水費等負担金

　Ⅲ　予算執行状況
区　　　分 R2（評価前年度） R3（評価年度） R4（本年度）

2,857 7,228 4,577

前年度繰越

予
算
情
報

①　当初予算

③　府支出金 1,200 0

小計（①～③） 4,057 7,228

0

④　地方債 0 0 0

予
算
財
源
内
訳

①　一般財源 0 0 0

⑤　その他特財 2,857 6,799 4,577

決
算
情
報

①　流充用額 39 △ 298

②　配当予算 4,096 6,930

③　執行額 4,084 5,550

②　概算人件費 1,240 1,320 1,320 0

/ 0.40

④　執行率 99.7% 80.1%
①　従事職員数
　　  (正職員 / 非常勤嘱託職員)

0.03 / 0.40 0.04 0.04 / 0.40 0.00

トータルコスト
（予算執行額+概算人件費）

5,324 6,870 1,320 0

/ 0.00概
算

人
工

　Ⅳ　業績指標

成果実績
（アウトカム）
実績／目標

指　　　標 単位 R1 R2

実績金額
主な利用特財

（Ｎ－１年度実績値）
特財名称

診療収入（窓口）

種類

診療収入

休日急患診療所費国庫補助金

1,121

決算付属資料

276

頁社保支払基金 診療収入 3,999 276

オンライン資格確認システム導入補助金 429 276

R3 R4 最終目標

維持管理経費のためなし - / - -

活動実績
（アウトプット）
実績／計画

指　　　標 単位 R1 R2 R3 R4 最終目標

/ - - / - / - -

/ /

/ - -

/ /

/ - - / - - / -

単位あたりコスト - -

/ / / /

単位あたりコスト

維持管理経費のためなし -

19 　休日急患診療所費維持管理経費



☑

☐

☐

☐

☐ 現状維持 ☐ 廃止/休止 ☐ 予算拡充 ☐ 予算縮減

☐ 他事業を統合 ） ☐ 他事業へ統合 ）

必　要　性

・市民や社会のニーズを的確に捉えた事業
か

休日（日曜日・祝日・年末年始）において緊急に医療を必要とする市民に対し、応
急的な診察を行い、もって市民の健康の保持及び増進に寄与することに貢献し
た。また、新型コロナウイルス等の感染症を含めた初期救急医療として、地域医
療機関と連携し救急医療体制の充実を図り、検査等を行った。・民間事業者や市民が自ら実施することの

  できない事業か

・目的・目標の達成手段として適切で、
  優先度の高い事業か

高い

効　率　性

　Ⅴ　一次評価（事業担当所属内による自己評価）

項　　　目 評価の観点 評価の観点に寄与した取組事項
施策・施策成果指標

に対する貢献度

有　効　性

・成果目標は理にかない、実績は適切に
  把握・測定されているか

休日（日曜日・祝日・年末年始）において緊急に医療を必要とする市民に対し、応
急的な診察を行い、もって市民の健康の保持及び増進に寄与した。また、新型コ
ロナウイルスの対応を含めた二次救急の負担軽減に貢献した。

・活動実績は見込みに沿い、かつ
  投入資源に見合っているか

・先行事例の分析や外部資源の活用は
  十分行われたか

・受益者との負担関係や単位あたり
  コストは妥当な水準か

休日（日曜日・祝日・年末年始）において緊急に医療を必要とする市民に対し、応
急的な診察を行った。
　新型コロナウイルスの検査等を行うなど、重要な役割を担った。

やや高い

・他の手段や方法とのコスト比較は
  十分行われているか

やや低い

・コスト削減や効率化に向けた工夫が
  施されているか

低い

改　善　策

診療所の運営のため、必要最低限な経費は必要であり、市民の安心・安全を最小の経費で最大の効果が得られるよう、職員一人一人の意識を高
める。

　Ⅵ　二次評価（事業所属外による他部署評価）

事後評価コメント 事業評価実施後に記載（対象事業のみ）

　Ⅶ　評価をふまえた次年度事業方針

定性的な面も
含めた自己評価
及び現状の課題

診療所を運営する最低限の経費であり、効率的に運営するとともに、安心・安全な地域医療の提供に重要な役割を果たした。

担当課の
事業の見直し

及び
予算要求方針

方針区分 評価を踏まえた見直し内容

予算編成に記入
（3次公表時）

　Ⅷ　予算反映結果

予算反映結果
（統合事業名： （統合先事業名：

20 　



款 項 目 頁

□ 法定受託事務 □ 国府補助事業 ☑ 市単独事業 □ 内部庶務的事業 □ その他 （ ）

☑ 直接実施 □ 業務委託 □ 指定管理 □ 補助金交付 □ その他 （ ）

福知山市 令和４年度事務事業評価シート （単位：千円）

　Ⅰ　事業属性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業名 休日急患診療所費運営経費 事業コード 410210

政策体系
基本政策 6　市民一人ひとりが、最期まで生き生きと暮らし、温かく見送られるまち 政策目標 2　地域包括ケアシステムの推進

施 策 名 2　高度医療・救命救急・一般診療などが連携した地域医療体制の充実 施策コード 622

事業担当 所属 15050000 福祉保健部　健康医療課　 所属長 田和　昌弘

会計情報 01 休日急患診療所費 01 診療所費 02 医業費 会計 08 休日急患 決算付属資料 278

計画期間 開始年度 昭和52年度 終了予定年度 令和8年度 関連計画名

事業概要
（箇条書き）

円滑な診療業務のための休日急患診療所運営に要する職員人件費
・休日（日曜日・祝日・年末年始）74日間開所

R4現在の状況 継続中

根拠法令等 医療法

事業区分

関連事業 休日急患診療所費維持管理経費

　Ⅱ　事業基礎情報

事業目的
（施策実現に向けて
事業が果たす役割）

誰もが幸せに生きるまちづくりのため、休日（日曜日・祝日・年末年始）において緊急に医療を必要とする市民に対し、応急的な診察を行い、もって市
民の健康の保持及び増進に寄与するという目的で開設している休日急患診療所を継続的に運営する。

対象者 全市民 対象者数 78,000 単位あたりコスト 0.2

実施方法

委託先・実施主体等

支出に係る主な費目 支出実績（R３） 主な業務内容

報酬 12,861 医療従事者報酬

需用費 1,238 医療用消耗品費等

役務費 88 クリーニング等

備品購入費 170 医療用備品購入

②　国支出金 0 0 0

0 0 0次年度繰越

予算編成時記入
（3次公表時）

0 0 0

0 0 0

14,314

②　補正予算 999 0 0

③　繰越予算

R5（要求年度）

主な支出に係る
業務内容と経費

負担金補助及び交付金 66 年会費等

　Ⅲ　予算執行状況
区　　　分 R2（評価前年度） R3（評価年度） R4（本年度）

13,751 13,724 14,314

前年度繰越

予
算
情
報

①　当初予算

③　府支出金 0 0

小計（①～③） 14,750 13,724

0

④　地方債 0 0 0

予
算
財
源
内
訳

①　一般財源 0 0 0

⑤　その他特財 14,750 13,724 14,314

決
算
情
報

①　流充用額 △ 39 798

②　配当予算 14,711 14,522

③　執行額 13,247 14,423

②　概算人件費 1,240 1,240 1,240 0

/ 0.40

④　執行率 90.0% 99.3%
①　従事職員数
　　  (正職員 / 非常勤嘱託職員)

0.03 / 0.40 0.03 0.03 / 0.40 0.00

トータルコスト
（予算執行額+概算人件費）

14,487 15,663 1,240 0

/ 0.00概
算

人
工

　Ⅳ　業績指標

成果実績
（アウトカム）
実績／目標

指　　　標 単位 R1 R2

実績金額
主な利用特財

（Ｎ－１年度実績値）
特財名称

社保支払基金

種類

診療収入

他会計繰入金

2,576

決算付属資料

276

頁国保連合会診療報酬 診療収入 2,029 276

一般会計繰入金 9,818 276

R3 R4 最終目標

受診者数 人 1,578 / 1,400 367

活動実績
（アウトプット）
実績／計画

指　　　標 単位 R1 R2 R3 R4 最終目標

/ 1,600 769 / 1,600 / 1,600 1,600

/ /

/ 71 71

/ /

/ 76 71 / 71 74 / 71

単位あたりコスト 204 187 195

/ / / /

単位あたりコスト

診療日数 日 76
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☑

☐

☐

☐

☐ 現状維持 ☐ 廃止/休止 ☐ 予算拡充 ☐ 予算縮減

☐ 他事業を統合 ） ☐ 他事業へ統合 ）

必　要　性

・市民や社会のニーズを的確に捉えた事業
か

休日（日曜日・祝日・年末年始）において緊急に医療を必要とする市民に対し、応
急的な診察を行い、もって市民の健康の保持及び増進に寄与することを達成し
た。また、新型コロナウイルス等の感染症を含めた初期救急医療として、地域医
療機関と連携し救急医療体制の充実を図った。・民間事業者や市民が自ら実施することの

  できない事業か

・目的・目標の達成手段として適切で、
  優先度の高い事業か

高い

効　率　性

　Ⅴ　一次評価（事業担当所属内による自己評価）

項　　　目 評価の観点 評価の観点に寄与した取組事項
施策・施策成果指標

に対する貢献度

有　効　性

・成果目標は理にかない、実績は適切に
  把握・測定されているか

休日（日曜日・祝日・年末年始）において緊急に医療を必要とする市民に対し、応
急的な診察を行い、もって市民の健康の保持及び増進に寄与した。また、新型コ
ロナウイルスの対応を含めた二次救急の負担軽減に貢献した。

・活動実績は見込みに沿い、かつ
  投入資源に見合っているか

・先行事例の分析や外部資源の活用は
  十分行われたか

・受益者との負担関係や単位あたり
  コストは妥当な水準か

休日（日曜日・祝日・年末年始）において緊急に医療を必要とする市民に対し、応
急的な診察を行い、もって市民の健康の保持及び増進に寄与すため効率的な事
業である。新型コロナウイルスの検査を行うなど、重要な役割を担った。

やや高い

・他の手段や方法とのコスト比較は
  十分行われているか

やや低い

・コスト削減や効率化に向けた工夫が
  施されているか

低い

改　善　策

診療所を運営のため、必要最低限な経費は必要であり、最小の経費で最大の効果が得られるよう、職員一人一人の意識を高めていく。

　Ⅵ　二次評価（事業所属外による他部署評価）

事後評価コメント 事業評価実施後に記載（対象事業のみ）

　Ⅶ　評価をふまえた次年度事業方針

定性的な面も
含めた自己評価
及び現状の課題

診療所を運営する最低限の経費であり、効率的に運営するとともに、市民の安心・安全な地域医療の提供に重要な役割を果たした。

担当課の
事業の見直し

及び
予算要求方針

方針区分 評価を踏まえた見直し内容

予算編成に記入
（3次公表時）

　Ⅷ　予算反映結果

予算反映結果
（統合事業名： （統合先事業名：
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